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（注 ） 総合研究大 学院大 学と緊密な連 係 及び 協力を













o国立大 学の 学科及び課程並びに 講座
及び 学科目に関する省令の 一 部を
9 . 7 
9 . 7 
9 ・ 30
改正する省令（同36 ) 9 ・30
o国立大 学の評議会に関する暫定 措置
を定める規則の一部を改正する省令
（同3 7) 9 ・30
学 内 規 則
富山大学理学部規則の一部改正
富 山 大 学理学部規則の一部を改正する規則を次の と
おり制定する。
昭和63年9月16 日
富 山 大 学長 大 井 信一
富山大学理学部規則の一部を改正する規則
富 山 大 学理学部規則（昭和52年5月16日 制定 ）の一
部を次の ように改正する。
別表の物理学科の関連 選択科目の欄中
「｜基 礎 細 胞 学I i I」 を
「｜基 礎 細 胞 学I 2いに改め，
「｜資 源 生 物 学I i I 
｜環 境 生 物 学I 2 I」 を削り，
「｜ 生 物 学 実 験 I i I」 の前に
「｜環境生物 学 序 説I 2 I」を加え ，






「｜基 礎 細 胞 学I i I」を
「｜基 礎 細 胞 学I 2 I」 に改め，
「｜資 源 生 物 学I i I 
｜環 境 生 物 学I 2 I」 を削り，
「｜地球 科 学 実 験I i I」 の前に
「｜環境生物 学序説I 2 I」 を加え，





「｜細 胞 生 物 学I 3 I I」を
「！細 胞 生 物 学I 2 I I」 に，
「｜細胞組織分 化学｜ I i I」を
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「 ｜植 物 発 生 学I 2 I r I 雪氷学 特 論I I ｜；｜」に「 ｜基 礎 細 胞 学｜ I i I」を 雪氷学 特 論 Il
「 ｜基 礎 細 胞 学｜ I 2いに改め， 「 データ処理 演習 l
「｜資 源 生 物 学｜ I i I」を荷lJ t) ' 地球物理学実験
宵，｝、 : I :  I 地 質 学 実 験水 水質分析実験
「 l 生 態 学 I I 1 I 雪 氷 学 実 験位） ｜」を環 境 生 理 化 学 2 」に， 「 地球 物 理 学実験
「｜ 公 重Eコ三 科 学｜ I i I」を 地球物理 学 演習
「｜環 境科 学 特 論｜ I i I」に， 地 質 学 実 験
「 ｜ 環境生物学特論 ｜ ｜ ； ｜ 」を 鉱 物 学 実 験 I �8 I 8 環 境 生 物 学 水質分析実験
「｜環 境 生 物 学I 1 I I 
｜環境生物学序説｜ I 2 I」に，
「｜ 計 I 48 I 36 I」を
「｜ 計 I 48 I 34 I」に改める。
別表の 生物学科の関連 選択科目の欄中
「｜地 球 科 学 実験I i I」の次に
「｜専攻科目の選択科目
のうちからも選択す
る ことができる。 ｜ ｜」を加える。
別表の地球科学科の専攻科目の欄中
「｜地球物理学特論｜ I 2 I」を
「l地球周辺物理 学｜ I i 
地球物理学特論I I I 2 
地球物理学特論II
「｜物 理 探 査 法｜
「｜地 震 学 演 習｜
「｜鉱 物 学 実 験｜




「｜雲 物 理 学｜
「｜氷 河 学｜
「｜防 雪 工 学｜
「｜雪氷学 実験法｜
「｜雪 氷 学 特 論｜
岩石分析実験
雪 氷 学 実 験
雪 氷 学 演 習�J ｜」lこ，
言十 I 35 I 76 I」を
百十 I 37 I 88 I」に改める。
別表の地球科学科の関連 選択科目の欄中
「｜基 礎 細 胞 学 1 
資 源 生 物 学 1 
環 境 生 物 学 2 I 」を削り，
「｜基 礎 生 理 学I 2いの次に


























授業科目及び 単位数を整理 し， 教育内容の充実を図
るため。
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(1) 富山大 学入学者選抜健康診断 判定基準について
(2) 昭和64年度富山大 学学生 募集要項（笑）について
(3) 昭和64年度私費外国人留学生の ための 富山大学
入学志願案内について
(4) 昭和 64年度 入学試験合否判定資料の 内容につい
て
(5) 「大 学 入試センタ一試験」 の 利活用について
昭和63年度第2回大学院委員会（ 9月 16日）
（審議事項）
(1) 昭和64年度富山大学大 学院理学研 究 科（（ 修士課
程）及び 工 学研 究科 （ 修士課程） 入 学試験合格者
の 判定について
(2) 昭和64年度富山大 学大学院工 学研 究科（ 修士課
程）推薦 入 学者の選考について
(3) 昭和63 年 9月富 山大 学大 学院人文科学研 究科
（ 修士課程） 修了 者の 認定について





(2) 富山大 学における動物実験に関する指針の 制定
について










(1) 黒田講堂の 改築に伴う 諸問題について























昭和61年9月 1日 から 2 か年間にわたり富山大 学国
際交流事業の促進のため各界各層からの募金を 受け付
けておりました本後援会は， 9月14日（水）に最後の
理事会を 富山 第一ホテルで開催して， 集まった募金を
4三学に寄附すること及び9月 1 か月間を堅理期間とす
るため9月30日に解散することを承認して閉会しまし
た 。 この席上本学 学長が長い間の御尽力， 御協力に謝
意を表しました。




払込者側数 Jム 込 金 額
企 業 197社 82,820,000 円
同 窓、 � 』 4, 144 名 18,228,500 円
教 職 員 等 578 名 10, 281,000 円
i一入J 五十 4,919件 111 ,329,500 円
（本 学関係分 ）
0同 怠句仕2、 f. 、 4, 144名 18,228,500円
人 文学部 159名 932,000円
内 ｜ 教 育 学部 2,559名 8,000,000円
経 済 学部 488名 3,238,500円
理 ：主弓主」． 吉E 237 名 1,305,000円
工 ぶ寸且ー．・ 部 471名 2,335,000円
訳 ｜ 旧制富山高校 222名 2,357 ,000円
そ グ〉 他 8名 61,000円
0名誉教授等 12名 350,000円
0教 職 員 5 65名 9, 911,000円
本 音E 121名 1,366,000円
人 文 学 部 66名 I, 195 ,000円
内 ｜ 教 育学部 141名 2,268,000円
経 済 学部 50名 1,032,000円
理 十且ι 部 40名 1,200,000円
工 寸，，.，，ー． 音E 89名 1,823,000円
教 養 音日 32名 7 50,000円
訳 ｜ 附 属図書館 21名 1 69,000円







匿 名 (I名） 20,000円
（注） 別に 富山県 から15,000,000円を富山大 学
国際交流後援会に受け入れてあります。
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富山大学国際交流事業後援会最終決算書
昭和63年9 月30日
区 分 科 目 金 害責 ｛庸 考
時文 入 σ3 部 寄 附 金 111,329,500 円
手IJ 皇、 2,4 07,64 7 
計 113,737,14 7 
支 出 グ〉 部 事 務 費 20, 190 
i-'-三 議 費 196,860 
�n 席。 費 1,03 1,000 
通 費 1,888,4 36 
旅 費 。
雑 費 175, 110 
郵便払込料 88,920 





言十 113,737,14 7 
差 ヲ｜ 現 在 高 。
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の 所属官職 異 動 内 容 任命権者
採 用 63. 10. 1 長谷川 F圭 講 師（経済学部） 富山大学長
II 江 川 秀 子 事務補佐員（入学主幹付） II 
昇 任 fl 松 本 j青 講 師（教育学部） 助教授（教育学部） fl 
fl 鈴 木 邦 雄 助教授（教 養 部） 教 授（教 養 部） 文部 大臣
II 下 川 茂 講 師（教 養 部） 助教授（教 養 部） 富山大学長
II 筒 井 洋 一 講 師（教 養 部） 助教授（教 養 部） II 
II 佐 藤 清 人 講 師（岐阜大学教養部） 助教 授（教 養 部） II 
死 亡 63. 9 . 7 今 井 晴 男 教 授（経済学部）
63 9 9 梶 井 i渉 教 授（人文学部）
併 任 63. 9 . 30 吉 原 節 夫 教 授（経済学部） 評議員の 併任 を解除する 文部 大臣
II 二口と 原 節 夫 教 授（経済学部） 経済学部長・評議員（63.9.30～65.9.29) II 
II 武 暢 夫 教 授（経済学部） 評議員（63. 9.30～64 .7.31 ) II 
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学 内 諸 法
学内レクリエーションく野球大会〉
本学レクリエーション委員会体育部会野球班主催に
よる昭和 63年 度 部局対抗野球大会が本学グランドで実





3 1 . , 3  
1 
5 6 8 
6 
教養部 本 部 経済学部 教育学部 人文学部工学部
〈庭 球 大
本学レクリエーション委員会体育部会庭球班主催によ















業所から1 8チ ム の参加lがあり， 本学からはA, B, 
C の 3 チームが参加しました。








































渡航の種類 所 属 職
外 国出張
人文学部 助教授
教育学部 II  
II  教 授
理 学 部 助 手






教養 部 教 授
�色号一 報
海 外 渡 航 者
氏 名 渡 航 先 国
磯部 二早会ιノ' 中華人民共和国

















ノルウェー， オラ川 田 邦夫 ンタ
力日JI I 幸雄 中華人民共和国
村井 忠邦 II 
武井 重力 オーストラリア
ユ ー ゴスラ ビア，西村 龍夫 連合王国
坂井 純一 アメリカ合象 国
中越 矩方 7ランス， スイス
第299号
目 自ヲ 期 間
中園地方劇形成史研究上の戯 6 3. 9 . 26  
曲文物及び実演状況， 文献資
料の調査・蒐集 6 3. 1 . 5 
遼寧大学との学術交流及び電 6 3. 9 . 1 
J皮物性一主として核磁気共鳴
実験によ る金属磁性の研究 6 3. 1 0. 31 
応用言語学及び外国語として 6 3. 9 . 1 6  
の英語教育の研究 6 3. 11 15 
国際雪氷学会の「人聞の生 活
状況に関する雪 およ び氷河研 6 3. 9. 2 
究シ ン ポジウ ム」におい て研
究発表及び北欧に おける雪崩 6 3  9. 17 
研究情報の収集
第2 回中日 境界要素法シンポ 6 3. 9 . 27 
ジウムに出席及び 研究資料の
収集 6 3. 10. 25 
6 3  9. 27 
II 
6 3. 10. 21 
国際ビル所有管理 者協会
(BOMAI）の世界シンポジウ 6 3. 9 . 14 
ムに おける基調講演及びオー
ストラリアのリスク ・ マネジ 6 3. 9 . 22 
メント事情視察
伝熱， 流体力学， 熱力学の実 6 3. 9. 2 
験に関する国際会議に出席及
ぴ研究資料収集 6 3. 9 . 15 
爆発的太陽フレアに関する国 6 3. 9 . 24 
際研究集会に出席及び研究資
料収集 6 3. 10 2 
研究会「数論的アルゴリスム」 6 3. 9 . 11 
に出席及び共同研究
6 3. 9. 25 
9 一
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職 貝 ；商 息
〈新任者住所〉
経済学部
講 師 長谷川 隆
（民事法）
教養部
助 教 授 佐 藤 清 人
（英 語）
言ト 報







馬区立貫井中学校教諭などを 経て， 昭和53年4月， 富
山大学人文学部教授にこ就任， 教育と研究に従事され
ていました。
先生は， 富山 大学人文学部に新設された， 全国的に





学 長 大 井 信 一
人文学部 梶井 捗教授 逝去









先生は， 人格清廉， 資性溢厚にして識見高逼， 卓越
せる教育者， 研究者として， 昭和24年4月東京都公立
学校奉職以来， 富山 大学と併せて39年有余の永きにわ







あり、 日本における朝鮮文学， 特に， ハングル （朝鮮
文字）で記された研究は， 戦前戦 後を 通じて空白の 状
態でありました。朝鮮人中学校に奉職中， 朝鮮人の 教
育に携るも の は朝鮮語を 知らずしてはならないという
教育的かつ人道的見地から， 朝鮮語の 習得に心血を 注
がれ， 朝鮮語を 熟達きれるや， 学習上の 困難に逢着し
ている者の ためにいち早し 「朝鮮語入門」を 著述され
ました。 続いて， 「新しい朝鮮語の 学習」， 「わかる朝
鮮語」， 「朝鮮人学校の日本人教師」， 「朝鮮語を 考え
る」，などの 著書の ほか研究論文として朝鮮近代文学の




学 専門 （修士 ）課程を修了後， 同年4 月特殊法人日本
原f力研究所， 同37 年1 月松下通信工業株式会社， 同
40年4 月文部省統計数理研究所を 栓て同48年 5月本学
経消学部助教授に就任され， 同54 年10月同教授に昇任
されました。 この 間， 永年にわたって数学及び統計学
の 教育・研究に努められ， 数多くの 有為な人材の 育成
報 第299号
歩みの ほか多数の 論文が公表きれており， 学会及び広
〈関係者からも極めて高い評価を 得た学術的な業績が
数多く残されており， 今後も ， 更に， その 研究成果を
期待されていただけに急逝されたことは誠に惜しまれ
てなりません。
今後も， 人文学部並びに， 大学院人文 科 学研究科の
整備拡充を 進めるにあたり， 先生の お力をお借りいた
さなければならない時に， 先生を 失ったことは誠に残
念でなりません。




また， 本学に着任以来， 経済学部経営学 科の 創設及





大学の 教育研究面及び 管理面で有能な先生を 失った
ことは誠に残念でなりません。
こ こに御冥福を 祈り， 謹んで哀悼の 意を 表します。





2日 評議会 8日 大学院問題検討懇談会（於：福井大学）







12 日 第7 回学寮補導委員会














2 7日 共通第1次学力試験成績請求等に 係るオン
ライン化打合せ会（於：金沢大学）




人 文 学 部 ｜
9 月2 日 事務連絡会










17 ～18 日 真率会レクリエーション（新穂高）
19 日 学部施設委員会







28日 語学文学科建物新営に 伴う説明 会
30 日 9 月 卒業・修了生 の 卒業証書及び 学位記授
与式
教 育 学 部
9 月1日 附属小学校， 附属養護学校第2 学期始業式
2 日 学部職業補導委員会
4～6 日 昭和6 3年度 教員養成学部学生 合宿研修
30 ～ 
（秋季） （於：国立立山少年自然の家）










2 0 日 消防署査察
22 日 健康診断（胃， 肝機能）
24日 情報教育課程専門委員会






経 済 学 部
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9日 防火対策委員会 1 3日 学部教務委員会
1 9日 各種委員選考委員会 1 4日 教授会
20日 学部補導委員会 工学研究科委員会
消防署査察 専任教授会
21日 夜間主コース運営委員会 1 9日 工学部技術職員懇談会
学部施設整備委員会 20日 消防署査察
人事教授会 21日 入学 試験 検討委員会










1 0～11日 親和会レクリエーション（輪島， 中能登方
面）



































工 学 部 ｜
9月 5日 学科主任会議





22日 胃及び肝機能検査（教育学部 4 0オ以上職員）





29日 胃及び 肝機能検査（人文学部， 理学部， 教
養部 4 0オ以上職員）
｜トリチウム科学センター


























富山市五福3 1 9 0 
印刷所 あけぼの企画株式会社
富山市住吉町1丁目5-18
電話（24) 1 7 5 5附
